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はじめに

 「うかれ坊主」 とは, 文化8年(1811)3月 江

戸市村座で三代目坂東三津五郎が初演 した七変化

舞踊 「七枚続花の姿絵」の中の, 常磐津 「願人坊

主」を原曲として, 六代 目尾上菊五郎が改作 し, 

昭和4年(1929)6月 東京歌舞伎座で上演 した舞

踊である。(資料1参 照)

 主な改作箇所は, 

 (1)地 の音楽を清元に改曲した。

 (2)清 元 「雲助」のへ登 り夜船」以下の尻取 り

 浄瑠璃をチ ョボクレと悪玉踊 りの問に挿入

 した。

以上の二点にある。

 「願人坊主」改作の経緯を清元寿国太夫師は, 

次のように記憶されている(1)。

 六代 目菊五郎が歌舞伎で上演するために古典で

 世話物の舞踊を捜し求めていた。六世宗家藤間

 勘十郎(二 代 目勘祖)が, 割 り掛けの竹に四, 

 五銭をつるして挟み, 振 り鳴らし, 意味不明の

 経を唱えながら歩 く, 物 もらいの坊主の曲と振

 を伝承していると言 うので, 五代目清元延寿太

 夫が地の音楽を清元に直し 「雲助」の尻取浄瑠

 璃を挿入して, 「うかれ坊主」が成立 した。

 一方, 「願人坊主」は, 現在, 伝承者が限定され
ている。坂東流では, 近年においては坂東三智子

伝承の振を九代目坂東三津五郎丈が第1回 登舞の

会(1980・8・17, 国立大劇場)で 上・演した。ま

た, 花柳流では花柳三之輔が得意 とした演 目で, 

彼の一門が振を継承 している。本稿では, 花柳流

の 「願人坊主」の振を取材 してきたのに基づき(2), 

振の レベルから改作の経過を辿ることにした。

 ところで, よく知 られた江戸時代の舞踊教則本

に文化12年 版の 『踊独稽古』(初編)(3)がある。それ

は, 葛飾北斎が絵で踊 り方を示 した舞踊譜で, 一

般的には 「三社祭」の悪玉 ・善玉の踊 りと趣向の

上で類似した, 悪玉踊 りが載 っていることで知ら

れている。『踊独稽古』の初編 目録を見ると, 

 登 り夜舟

 気やぼ うすどん

 悪玉おどり

 団十郎冷水売

とある。〈悪玉おどり〉の内容が 「願人坊主」の悪

玉踊 りの歌詞とほぼ同一であること, しかも目録

のなかに六代目菊五郎が 「願人坊主」を改作 した

際に挿入した 〈登 り夜舟〉も含まれていることに

興味が引かれた。

 筆者の知る範囲内では, 「うかれ坊主」とr踊 独

稽古』との密接な関連を指摘 した文献がない。そ

こで, 「願人坊主」から 「うかれ坊主」への振の経

過を辿る前に, 『踊独稽古』の 〈悪玉お どり〉 と

〈登 り夜舟〉の振(4)を検討 し, 特に 「うかれ坊主」

のへ登 り夜船」以下の尻取浄瑠璃, 即ちまぜこぜ

踊 りの振の原型を探求することに した。

 なお, 「七枚続花の姿絵」の中の常磐津 「願人坊

主」も通称 「うかれ坊主」と呼んだのが明らか(5)だ

が, 本稿では 「うかれ坊主」 と書いた場合は六代

目菊五郎初演の清元 「うかれ坊主」を指すことに

限定する。

悪玉おどり

 『踊独稽古』の 〈悪玉おどり〉は, へとんびか

らす」からへそえしゃいな」までの踊 り方が記さ

れている。現行の歌詞 との異同は, へわしゃ暮ら

すなら」のへわしゃ」がなく, へそえしゃいな」

がへそえ じゃ(わ)い な」に, へ源八和尚」がへ

でん八おせ う」 となっている。あとは, ほぼ同様

である。

 まず, 『踊独稽古』「願人坊主」「うかれ坊主」の

へとんびからす」からへそえしゃいな」までの振

を言葉で説明したのが, 資料2の 比較譜[1]で

ある。

 この譜に基づいて三者を比較す ると, 『踊独稽

古』は動作が単純である。「願人坊主」と 「うかれ

坊主」の振はかな り似通っており, 『踊独稽古』に

比べて次の特徴が挙げ られる。

 (1)全 体的に, 動作や問(ま)が 複雑化してい

 る。たとえば, r踊独稽古』ではへぬしとふ

 た りで」で男が手を取られて大きく一回 り

 するが, 「願人坊主」では女の物 まねでた

 すきを掛け, 釣瓶で水を汲んで桶に入れる。

 「うかれ坊主」では女の物まねで夫婦を表

 し, 裾を挟んで釣瓶で水を汲んで桶に入れ

 る。

 (2)合 方の動作は変化 している。

 (3)歌 詞に即 した物まねは, 概ね踏襲 されてい

 る。たとえば, とんびからすの物まね、酒
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 を飲む, 摺古木で摺る, 爺の物 まね。

 三者の振の共通点は, 『踊独稽古』の 〈悪玉おど

り〉の最後に, 

 うかれぼうつ よりおどるときはこXに ておけを

 とりてのうへにてくる〉 とまわしやみをくも

 いさみちらしてとおもいれあ りてかけゆくなれ

 ども これはきや うげんのきどりにてふ りはな

 きつもりなり

と説明がある。従って, 『踊独稽古』に描かれた

〈悪玉おどり〉の振は, 「うかれぼ うつ」つ まり

「願人坊主」の中の振(6)であることが証明されて

いる。

登 り夜舟

 『踊独稽古』の 〈登 り夜舟〉の歌詞は, 当時の

端唄である。「うかれ坊主」は尻取浄瑠璃になっ

ているので, へ伏見へ着 くへ:オーイオイ」までが

同じである。唄い方の間(ま)は 現行通 りか どう

かはわからない。

 〈登 り夜舟〉の端唄と尻取浄瑠璃の関連は, ま

ず清元 「納豆売」(7)で作曲され, それが大人気だっ

たので端唄が出来た。続いて, 文政11年(1828)

頃の作曲とされる 「雲助」(8)に取 り入れ られた と

考えられる(9)。

 次にr踊 独稽古』の 〈登 り夜舟〉 と 「うかれ坊

主」の尻取浄瑠璃のヘオーイオイ」までの振を言

葉で説明したのが, 資料2の 比較譜 団]で ある。

 この譜に基づいて両者を比較すると, 『踊独稽

古』は言葉の単語にベタ付けで, 動作 も単純であ

る。

 つまり, 『踊独稽古』と比べた場合, 「うかれ坊

主」の振には次の違いが見られる。

 (1)踊 る間(ま)に メ リハ リを付け る。 これ

 は, 『踊独稽古』の振にみる歌詞の単語毎

 のべタ付けの振を避けている。たとえば, 

 r踊独稽古』ではへのぼ り」で鉢巻をし, 

 へよふね」で-足 ずつ歩み, へかいや」で

 かいを扱 う。「うかれ坊主」ではへのぼ り

 よふね」で一足ずつ歩み, への」で綱を手

 繰る。

 (2)写 実の演技を取 り入れる。これによって, 

 芝居気を出す効果を生む。たとえば, 船の

 中でウ トウ トする, 岸へ降 りるなど。

以上は、六代 目菊五郎の芸風と一致する(10)。この

点を考慮すると, 淀川の三十石船の描写で, 船を

漕ぐ, 水車を表すなどの振付 の類似性が指摘で

き, 出だしの僅かな部分ではあるが, 「うかれ坊

主」の振の原型を 『踊独稽古』に求めることが出

来ると思われる。

 大胆な推測だが, 六代 目菊五郎は 「うかれ坊

主」を改作する際に 『踊独稽古』を参考に したの

ではなかろうか。刊行 されたほどの本であり, 時

代的にもかな り後まで刊行 されているωので, 相

当な数が市井に流布したと考え られる。『踊独稽

古』の補正者である藤間新三郎は藤i間大助(の ち

の二代 目勘十郎)と 「保名」を振付ているので, 

藤間勘十郎門下であったのだろ う。この舞踊を

「願人坊主」と呼ばずに 「うかれ坊主」と題 した

ことからも, 勘十郎家にr踊 独稽古』があったと

想像するほ うが素直な見方かもしれない。

 このように, 六代目菊五郎の 「うかれ坊主」の

中で 『踊独稽古』の 〈登 り夜舟〉 と 〈悪玉おど

り〉が, 巡 り巡って再会 した。r踊 独稽古』は, 

「うかれ坊主」が成立するための虎の巻であった

かもしれないが, 文化文政の江戸の舞踊の名残を

とどめる 『踊独稽古』を, 一部ではあるが, 昭和

の舞台に再現したことには意義があると認めたい。

花柳流の 「願人坊主」

 舞踊界では, 「願人坊主」は花柳三之輔が得意

に した演目として知 られている(12)。そこで, 花柳

流で伝承している 「願人坊主」の振を考察するこ

とにした。

 花柳流の 「願人坊主」の伝承について, 三之輔

は, 

 二代 目寿輔の追善に初代の振 りを私が覚えてい

 たので, 追善の意味で踊 らせていただきました。

と述べている(13)が, 「初代(筆 者注 ・初代花柳寿

輔)の 振 り」 とすることには疑問がある。また, 

三之輔が 「願人坊主」を上演 した年(花 柳寿応七

回忌追善舞踊公演, 1976・2・27, 歌舞伎座)に

ついても, 六代目菊五郎の 「うかれ坊主」の影響

は考慮せざるを得ない。

 次に記したのは, 現行の 「うかれ坊主」と差異

が認められる 「願人坊主」の振 ・演出である。比

較の便宜上, 「うかれ坊主」の振 ・演 出と対比 さ
せたが, 「願人坊主」の方がよ り古型であると推

定するには, 更に緻密な考察の積み重ねが必要で

あると思われる。対象にした振の典拠等は8頁 の

凡例に従 う。

 (1)へ 男裸でナ、、、、、

1. (早神楽)

「願」左手手桶を持ち, 右手弥蔵で, 下手 より登

 場 して決まる。

「う」左手手桶, 右手銭錫杖を持ち, 天水桶の脇

 より登場。銭錫杖を後見座へ放 り投げ, 軽

 く跳んで決まる。
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2. (合)百 貫の(「 うかれ坊主」では, 百貫かん

 の)

「願」三つで上回 りして, 右足踏 ミ出シ, 右膝指

 差シ, 膝打チ、払イ。

「う」上手向きで居所歩キ, 下手ヘヒョイと出て

 右膝指差シ, 膝打チ, 上手へ歩 く。

3.土 用も私や苦にならぬ

「願」右弥蔵で決まり, 下手へ行き鼻をこする。

「う」物荷イで, 大きく下回 り歩 き。

4.お 門へたつた一文に

「願」小手ウ口コで上手へ行 き, 左手差 し出し, 

 もらった一文銭を見る。

「う」拝 ミで上手へ行き, 左手差 し出し, もらっ

 た一文銭をもてあそびながら, 中央へ戻る。

5.見 限られたる

「願」右指差シで下手へ行 き, 一文銭を投げ捨

 て, 踏みつける。

「う」上手をサシて, 一文銭を投げ捨て, 踏みつ

 ける。

6.破 れ衣

「願」十徳の両端を掴み, 上回 り, 下回りして, 

 両足を割 リ, 決まる。

「う」十徳の両端を掴み, 決まる。

7.身 がら一身に

「願」腕組で決まる。

「う」鼻をこすって, 決まる。

8.八 宗九 しう丸のみに

「願」指数工で上手へ行き, 下手向きで指数工, 

 投げ捨て, 手を叩く。

「う」易者の物まねで, 小手箱(台), 苫竹をいじ

 り, 護符を丸めて飲み込む。

9.酒 むに如来

「願」右手力ザシ, 左手力ザシ, 仏(左 手上, 右

 手下で如来の物まね)。

「う」仏(右 手上, 左手下で如来の物まね)で, 

 前へ出る。

10.鼻 の下

「願」右, 左交互に自分を指差シで, 下手へ行 く。

「う」居所で, 右, 左交互に自分を指差シ。

11. くう殿建立

「願」ガツガツ物食 ミ, 左手手桶の柄を鐘に見立

 て右手でチーンと鳴らし, 片拝 ミ。

「う」物食 ミ, 左掌を鐘に見立て右手でチーンと

 鳴らし, 片拝 ミ。

12.と う, 来た りや, とう, とう, とう

「願」左手手桶持ち, 右手弥蔵で決 ま り, 大き 

く, 下回 り。

「う」上ゲ腿の下で手桶を持ちかえる。左, 右 と

 繰 り返す。

13. 「されば和尚が～かけべいか」

「願」左手手桶持ち, 右手弥蔵でセリフ。肩を少

 し繰って, 手桶を前へ置き, 後見座へ入る。

「う」両手で手桶を持ち, セリフ。手桶を前へ置

 き, 後見座へ入る。

 (2) 'ヘヤレ、、、、、

14. (合方)

「願」出てきて, 上の方で銭錫杖を一度振る。身

 体で リズムをとりながら振 りおろし, 後向

 きにて繰 り返す。

「う」出てきて, 銭錫杖の先 と爪先で リズムをと

 りながら振って, 後向きにて繰 り返す。

15.す つぺらほんの のつぺらぼんの

「願」右, 左と首の付け根を叩く。

「う」右, 左と頬を叩く。

16.い われ因縁

「願」左掌を本に見立て, 書見。

「う」左手の銭錫杖を本に見立て, 書見。

17.く んねへ の次の合方

「願」銭錫杖を振って, 三つで下回 り。

「う」左手弥蔵で, トトンが トンと足拍子。

18.そ の又とな りの～ちよぼくり

「願」指差シで下手へ行 き, ゴマを摺 りながら, 

 前へ出て, 子抱キ。

「う」ヨカヨカ飴屋の物まねで, 頭に台を載せ, 

 太鼓を叩いて歩 く。

19.色 のいの字の味を覚へて

「願」子抱キで肩を落 として前へ出, 左袖開け, 

 右銭錫杖を口元に添え, 小突キニつ, 首ス

 クメで下回 り。

「う」女の物 まねで, ワル ミ風で前へ出て決まる。

20.裏 のかみさん 向こふのおぼさん

「願」女の物 まねで, ワル ミ風で決まり, 前へ出

 る。

「う」膝打チ, 右, 左 と招キ, 後向きにても右, 

 左と招キ。

21.お 松 さんに お竹さんに

「願」膝打チ, 右, 左 と招キ。

「う」招キながら, 下手へ行 く。

22.椎 茸 さんに

「願」右銭錫杖で下手を指差シ。

「う」両手開ける。

23-さ わ り次第に

「願」袖止メで, 銭錫杖 口元へ。

「う」袖止メで, 片拝 ミ。

以.や つた揚句が女郎 と出かけて

「願」女郎の物 まねで, 帯褄添工で, 右足甲を下

 げ, クルクル回す。

「う」女郎の物 まねで, 左袖 口つまみ, 右銭錫杖

 衿元で, 右足甲を下げ, クルクル回す。

25.ヤ レヤレ畜生めそふたそやらかせ

「願」片肌脱ぎ, 首スクメで上手へ三つ歩 く。

「う」片肌脱ぐ。

26.手 練手管に がららかかつて
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「願」袖止メで, 身体を揺する。

「う」前へ三つ出る。

27.内 にや片時 おいども据わらず

「願」天打チ ・綾流シでオコツキ, 甲歩キ。

「う」膝ゾメキで, 気が落ち着かない様子。

28.舟 しやあぶない(合)

「願」両手で波を表 し, 駕籠力キで足拍子, 脱い

 でいた右袖を手に通す。

「う」右銭錫杖を息杖に見立て, 駕籠力キで足拍

 子。

29-お 駕籠で来なさへ

「願」膝打チ, 招キ, 合点。

「う」居所歩キ。

30.な んのかのとの

「願」右手で頬を撫でながら, 前へ三つ出る。

「う」膝打チ, 招キ。

31.親 切ごかしに

「願」両手合わせて, チョコンとお辞儀。

「う」銭錫杖で, 胸打つ(承 知 した)。

32.い よいよ首つたけ

「願」右, 左 と頭オサエ, ス トンと座 り込む。

「う」右, 左 と首の付け根を叩く。

33.は まつてのめつてた り むくむくつた

「願」立テ腰座りで, 両手を下げて突っ張 り, ギ

 クシャクとしながら立つ。

「う」両手頭オサエで座 り, 銭錫杖を首かせに し

 て, ユラユラと立つ。

34. ソ、、、、、

「願」右銭錫杖を粋にす くい, 上手サシて, 額

 オサエ。

「う」束立チ。

35.そ の時は

「願」ヤットントンでオコツキ。

「う」右銭錫杖で, 左手手桶で叩く(ヤ ットン, 

 ヤットン, ヤットントン)。

36. されば

「願」両手をクルクルと速 く回して前へ出る。

「う」右, 左, 右と自分を指差シて前へ出る。

37.こ れから悪玉おどりはとうじやいな

「願」両小手を立てて開き, 招キ, 右足甲で床を

 叩きながら, 正面へ。
「う」両手をクルクルと速 く回して, 両小手を立

 てて開いて, 決まる。

38.ヲ ヅト来なせと

「願」手桶 と銭錫杖を持つ。

「う」左手で二つ招キ。

39.お もしろ

「願」上手向きで居所歩キ, 水撒きしながら下手

 向きになる。

「う」手桶 と銭錫杖を持って, 水撒きしながら上

 手へ歩 く。

40。 や(合)

「願 」 底 を 抜 か な い で, 後 見 座 へ 入 る。

「う」 底 を 抜 き, 右 手 で 底 を持 ち, 後 見 座 へ 入 る。

 (3)へ とんび か らす に 、、、、、、

 (比較 譜[1]参 照)

41.と ん びか らす に

「願 」 後 見 座 よ り, 面 を 付 け, 烏 手 で 出 る。

「う」 天 水 桶 の 向 こ うよ り, 面 を付 け, 烏 手 で 出

 て き て, 入 レ込 ミ三 つ。

42.と ん で行 きた や

「願 」 道 化 歩 キ。

「う」 道 化 歩 キ で, 右 袖 色 気 で左 足 入 レ込 ミ, 下

 回 り してか ら, 跳 ね る。

43.主 の

「願 」 打 チ渡 シ。

「う」 手 締 め。

必.そ ば チ ャラ チ ャラチ ャ ラ ドツテ ツ トン

「願 」 折 リか ら両 手 伸 ば して, 小手 を立 て る。

「う」 裏 か ら両 手 を 伸 ば して, 小手 を立 て る。

45.チ チ チ ツ ツ ン

「願 」 打 チ渡 シ。

「う」 手 締 め。

46.チ チ チ ツ ツ ン

「願 」 耳 脇 打 チ。

「う」 左 足 横 上 ゲ, 手 締 め。

47.ヅ ル トン

「願 」 両手 を バ ァー と開 け て, 下 手 へ跳 ぶ。

「う」 両 手 小手 を立 て前 へ 伸 ば し, 跳 ぶ。

48.主 とふ た

「願」 女 の物 まね で, た す きを か け る。

「う」 女 の物 まね で, 指 差 シ, 指 女 夫, 裾 を挟 む。

49.お き流

「願」 酔 って座 り込 み, 立 ち上 が る。

「う」 両 手 上 手 へ流 シ, 右 足 横 上 ゲ, 酔 イ 足。

50. ドツテ ツ し

「願」 両 手伸 ば して, 小 手 を 立 て る。

「う」 内 小手 返 シ。

51.チ チ チ ツ ツ ン

「願」 「う」45と 同 じ。

52.チ チ チ ツ ツ ン

「願 」 「う」46と 同 じ。

53.ヅ ル トン

「願」 「う」47と 同 じ。

騒.鍋 釜 へ つつ い

「願 」 女 の物 まね で, 面 を 取 って 置 き, 鍋 に見 立

 て 「ア ツイ!」 と い う仕 科。

「う」 面 を取 って投 げ る。 女 の物 まね で, 小 手 箱

 (銅壷)。

55.銅 壺

「願 」 女 の物 まね で, 小 手 箱(銅 壷)。

「う」 女 の物 まね で, 釜 の 米 を と ぐ。

56.す りこ木 か

-4-



「願」男の物まねで, 右指差シ, 手を叩 く。

「う」男の物まねで, オコツキ, 鼻をこする。

57.つ いでに親仁も '

「願」鼻をこすってから, 爺の物まね。

「う」爺の物まね。

58. イイ

「願」爺の物まねで, 手を差 し出しよろける。

「う」爺の物まねで, 足拍子 トン トン。

59.な

「願」手締めして, 腕組で決まる。

「う」爺の物まねで, 渋い顔を して腰を叩 く。

 (4)へ めったに、、、、、、

60.め ったに出まかせ足まかせ

「願」左手で面を持ち, 章駄天で後見座へ。

「う」両手で面を持ち, 浮かれて後見座へ。

61.ち らして

「願」箱立チで, 下手から上手を見渡す。

「う」底の抜けた手桶を遠眼鏡た見立て, 束立チ

 で下手を見る。

六代 目菊五郎の 「うかれ坊主」

 六代 目菊五郎は芸談集 『芸』(改造社, 1948)の

中(14)で, 次のように語っている。

 古い踊の振附を見る程, 中には勿論素晴らしい

 のもあ りますが, 多 くは幼稚な振 りの附けてあ

 るのがよく分かるのと共に, 近世になる程表現

 が微妙に, サァ何 と云 ったら適当でせ うか, つ

 まり繊細になつてゐるので, それだけ習ふ方も

 むつかしいのです。

古い踊 りの技法の多 くが幼稚な振という見方をし

ていた六代 目菊五郎は, そ こで振付師の勘十郎

(二代 目勘祖)と ともに 「うかれ坊主」の原曲の

振をアレンジしたと思われる。

 一見すると, 「願人坊主」と 「うかれ坊主」は全

く同じ踊 りと錯覚するほど, 振が似通っている。

そこで, 前節で行 った比較を基に, 六代 目菊五郎

の芸談や周辺の人々の記憶などによって, 振の磁

作を次のように推測 した。

(1～61は 前節で示 した数字)

 (1)従 来の古典技法を排除 し, スッキリとした

 中にとぼけた味わいを出す。

 2・3・6・9・12。13・25・27・33・34 
・37・39・59

 (2)演 出面でしゃれた味わいを出す。

 4 .11.40.61

 (3)当 時の市井の描写を取 り入れる。(15)

 8.18

 (4)踊 る間(ま)を 複雑化する。特にチ ョボク

 レでは, 軽快な調子に変える。(16)

 14・19・20・21・42・48・49・56

 (5)歌 舞伎座の広い舞台を考慮 して天水桶を出

 した。(17)これによって演出が変わる。

 1・41

 「うかれ坊主」の扮装が, 「願人坊主」の緋縮緬

の下が りから段鹿子の下が りになった(18)ことでも

象徴 されるように, 振 ・演出の上でもとぼけた役

柄の中にしゃれた味わいを際立たせようとしたこ

とがわかる。それは清元の曲調を活かしながら古

典技法を排除 しており, 本節の冒頭で述べた六代

目菊五郎の古い踊 りの振に対する見方に相反する

ものではない。

 更に付け加えれば, 六代目菊五郎が得意 とした

写実の精神がこの舞踊の至るところに流れている。

それが, 「うかれ坊主」が 「願人坊主」より役柄表

現の上で, 一段 と至難な舞踊に高められた所以と

なっている。

おわ りに

 六代目菊五郎の写実の精神を表出した最たる箇

所が, 新たに増補 したまぜこぜ踊 り(19)であった。

振としてみれば, 単に物まねを吹き寄せ風に並べ

ただけであったのだが, 馴染みの曲調が流れて, 

芝居や舞踊の登場人物を織 り込みながら演じてい

く。裸体から訓練された(20)六代 目菊五郎の演技に

よって, 振の意味伝達はスムーズに行われ, 観客

はその場の雰囲気を見事に共有できたのである。

 言 うまでもなく, 「うかれ坊主」の中で, 新 しく

振付された件 りと言えば, まぜこぜ踊 りの振であ

る。しかし, 昭和32年4月 歌舞伎座の十七代 目中

村勘三郎による 「うかれ坊主」の上演から, 作品

の肩書に藤間勘十郎の振付師名が明記されること

が多 くなった。(21)それは 「七枚続花の姿絵」を振付

した初代勘十郎ではなく, 近年の二代目勘祖を意

味するものである。歌舞伎舞踊の振付師名の記載

について問題視されている今 日, 「うかれ坊主」

に振付師名を明記することが適切であるかどうか

を, 振の面から判断する資料の一部ともなれば幸

いである。

〈注〉

(1)三 代目清元菊輔と名乗った三味線方であった清元

 寿国太夫師(1909一 )が, 勘十郎家に伝わる曲を
 採譜した。従って, 原曲は常磐津の家から移してきた

 ものではなく, 当時, 原曲の題名を 「願人坊主」と呼
 んでいたのか, 「うかれ坊主」と呼んでいたのかは定
 かでない。
(2)花 柳三之輔(1903-1986)の 一門である花柳三一郎
 師(1927- )に 特別に依頼して, 実演して頂い
 た。
(3)早 稲田大学演劇博物館蔵。大嶋屋伝右衛門版。
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(4) 『踊独稽古』 の振 の根拠は, 〈登 り夜舟〉 の終 わ り

 に, 「もんてい しうけい このせつゆ きあハ して さいわ

 い とか き とりしものなれ ども」とあるが, 描 き示 され

 た振 が舞 台のもの, あるいは布 中 の踊師 匠に流 れ た

 ものか, いわ ば宴席 での余 興芸 と して ア レンジ され

 た ものか, 更 に検討す る必要があ ると思われる。後者

 である とすれ ば, 同 じレベル で振 を比較 す る ことに

 い ささか問題が あるが, それ は今後 の課題 と して い

 きたい。

(5)そ の理 由は, 次 の通 りであ る。

(1) 早稲 田大学演劇博物館蔵 の常 磐津 節稽 古本(さ か

 川平 四郎板)に は 「うかれ坊主」 で載 ってい る。古

 井戸秀夫氏 の御教示に よる。

(3) 勝見延章 『坂東三津之丞を語る』(暁 出版, 1972)

 で, 昭和8年6月 帝国 ホテル 演芸場 で 開催 され た

 坂東三津之丞の俳優廃業 披露 公演 で常磐 津 「うか

 れ坊主」上演の記録があ り, 「この ときは まだ常盤

 津 で十二分位の短かい もの で ござい ま した」 と記

 している。

(3) 坂東三津奈師(1914- )は, 「六代 目菊五 郎上

 演以前に習 ったが, 題名 は 『うかれ坊主』 と呼んで

 いた」 と記憶 されてい る。

(6) 『歌舞伎年表』第5巻(岩 波書店, 1960), 文化8年

 3月 市村座の 「七枚続花 の姿絵」の評判 は, 「此内, 願

 人坊主, 手桶をぬ き, 丸の内に悪 といふ字 を くわへ て

 悪玉 お ど り大 出来。」 とあ り, 七変化 の 中で も特 に

 「願 人坊主」の 〈悪玉 お どり〉が大好評 であった こと

 が知 られ る。なお, 手桶の扱い方だが, 花柳流の 「願

 人坊主」 と六代 目菊五郎 の 「うかれ坊主」 とは, 演 出

 の上で多少異な る。 「願人坊 主」 は踊 りの途 中 では手

 桶 の底を抜かない。へ面 白や」で一度桶 の底 の悪 の字

 を観客 に見せた後で後見座 に はい り, 既 に用意 され

 てある吹替えの面を付け, へ とんびか らす」で出て く

 る。それに対 し, 「う-かれ坊主」はへ面 白や」で一度桶

 の底 の悪 の字を観客に見せ た後 で, 銭 錫杖 で底 を押

 して抜 き, その面を持 って後見座にはいる。へ とんび

 か らす」 では 自分で抜いた面を付けて出て くる。

(7)現 在, 「納豆売」は上演が稀である。 国立劇場 第4

 回舞踊公演 〈文化文政の舞踊〉(1967・11・1～2, 

 国立大劇場)に 上演があ ったが, ビデオテープに よる

 記録 は残 されていない。

(8)藤 間秀嘉師 よ り御好意を賜 り, 第33回 日本舞 踊協

 会公演(1990・2・15, 国立大劇場)に おける師所演

 の 「女雲助」(「雲助」の別名)の 振を検討 した。

(9) 『歌舞伎年表』第6巻(岩 波書店, 1961), 文政10年

 4月 市村座 の評に, 「清元浄 る り, 団十郎の納豆 売 の

 二上 り志 りと り 『のぼ り船』にて大当 り。此尻取文句

 を葉 唄に直 し, 市中大に流行す。」 とあ る。

(10) た とえば, 六代 目菊五郎記念出版委員会編 『六代 目

 菊五郎』(1950)の 中で, 渥美清太郎が 「『地芸 の巧 さ

 の上 に尚れ っきと した芝居 が あ る。 この優 の踊 の面

 白い所 以であ り, こ 二が役 者 と振付 との立場 の相違

 である。』 と皮 肉な鬼太郎 も激賞 してゐる。」と述 べて

 いる。

(11) た とえば, 『演芸画報』明治45年3月 号に花 の家江

 戸 子編 『お どり独稽古』(岡 村書店発行)の 広 告が掲

 :載 され ている。

(12) 三之輔所演 の舞台に は必 ず 三味線 の演 奏 に当た っ

 た四世常磐津文字兵衛師 の御教示に よると, 「願 人坊

 主」は稽古物 の レパ ー トリーでな く, 素浄瑠璃 として

 の演奏 もないと している。 本 曲の題 名 は 「うかれ坊

 主」 と呼ばない。

(13) 『日本舞踊全集』第1巻(日 本舞踊社, 1977)〈浮か

 れ坊主〉の項 252頁

(14) 271～272頁

(15) 六代 目菊五郎は 『お ど り』(時代社, 1948)の 〈浮か

 れ坊主〉の項 の中で, 「『浮 かれ坊主』の中でヨカヨカ

 の振が あるで しょう。あれは僕 が外 を歩 いていた時, 

 頭に入れておいた飴屋 の動作 を その ま ま振 りに した

 踊です よ。」同 じく 「柳原 を通 りかか ると行燈 の ゆれ

 る灯 の下で 占者が これを(筆 者注 ・苫 竹 をが ちゃが

 ちゃ)や っていたんだ。(略)苫 竹 の使 い方 を教 わ っ

 た ことがあ りましたがね。」 と書 いている。

(16) 寿国太夫師の御記憶 に よる と, チ ョボ ク レは 突拍

 子 もない ところか ら入 って間(ま)に はめ て しま う, 

 六代 目な らではの天才的な間(ま)で 踊 るよ うに六代

 目菊五郎が振を変えた ところ と言 う。

(17) 『日本舞踊全集』第1巻 〈浮かれ坊主〉の項 で, 三

 之輔は 「背景は墨絵の町屋 で, 下手 に青柳 の立木で し

 たが, 六代 目さんの上演 か ら"天 水桶"が 出 る よ う

 にな った ことです。」 と述 べている。

(18)六 代 目菊五郎は 『演芸画報』昭和6年4月 号 の 「十

 八貫の禿 とエ ロ坊主」 の中 で 「揮 は昔 緋縮緬 だ った

 が, 私は其を腹巻に して居 るの で揮 には縮緬 の段 鹿

 の子を用ひて居るんです。」 と書 いている。

(19) 寿国太夫師の御記憶 に よる と, 本興 行 の舞 台 の ま

 ぜ こぜ踊 りは六代 目菊 五郎 と五代 目清 元延 寿太 夫 と

 の張合いで, その 日の気分 で振 が随分 変わ った とこ

 ろと言 う。

(20) 川尻清潭編 『六世菊五郎百話』(右 文社, 1948)の

 〈股へ挿 む紙〉の項 の中で 「団十郎 に裸か ら仕込 まれ

 たお蔭で, 裸坊主の姿のまXど うにか娘 にも, 老爺に

 も鳥に も蝶に もなれ る所 まで行つ た と云ふ 話な ので

 す。」 とある。

(21) 座談会 「歌 舞伎 舞踊上 演 にお け る今 日の問題点 」

 (『歌舞伎 研究 と批評』9号 所収)の ため の配布 資

 料, 新井 まどか ・井川繭子 ・大倉 直人 ・鈴木 英一 ・

 本多太郎編 「戦後のプ ログ ラムにお け る振 付者 記載

 の様相」
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資料2・ 比較譜 凡例

1.こ の比較譜は, 『踊独稽古』 ・常磐津 「願人坊主」 ・清元 「うかれ坊主」の各振を比較する目的のため

に作成 した。

2.採 譜 した振に付いて

『踊独稽古』=絵 図を基に, 筆者が解読 した。

「願人坊主」=花 柳三一郎師の実演(悪 玉踊 りのみ)と 花柳三之輔の御遺族 より御厚意を賜 り提供を受け

 た師所演のビデオテープ。

「うかれ坊主」=中 村勘三郎所演のテレビ放送。 なお, 七代目尾上菊五郎丈 ・二代 目中村吉右衛門丈所演

 のテレビ放送を参考にした。

3.三 線譜について

清元美多郎師(高 輪派)に 依頼して, 採譜 して頂いた。

4.:横 線について

比較の便宜上, 清元に合わせた横線を用いて説明した。各振は次の通 り。

5.振 の説明について

通常使用している一般語 ・専門語を用いながら, 簡略に記 した。 ゴチ ック体は東京 国立文化財研究所編

r改訂 標準日本舞踊譜』(創 思社, 1966)の 譜語を利用 した。それらの動作は, 分析写真を参照された

い。

 〔1〕悪玉お ど り
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※1以 下, へそ客 じゃいな アあ アエあ Σアヨヲイあ エァ エエ瓦

※2以 上, 常磐津三味線の演奏が異なる。
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〔II〕 登 り夜 舟
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